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1. はじめに
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• 福島県飯舘村（2017年3月31日に避難指示解除）
– 実際に帰村したのは70歳以上の高齢者がほとんど

• 親戚が帰村した高齢者の安否確認を必要としている

– 75%が山林で山林の合間に集落がある
• 携帯電話の電波が入らない
• テレビの地デジ対応は光ケーブル
• インターネット回線の利用率は低い

• 高齢者
– 集落内の家に住んでいる
– 各家は離れているので相互の安否確認がしにくい

• 民生委員や介護士の訪問に手間がかかる

• WiFiよりも通信距離が長いLoRaの利用
– 高齢者の安否確認システムの試作
– システムの動作確認実験を行った



LoRa
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Low Power, Wide Area

920 MHz帯周波数.

特定小電力無線局のため免許の取得が不要

図：https://www.sbbit.jp/article/cont1/33292

Long Range

2.4 GHz



実験の場所

• 福島県飯舘村佐須地区

–集落が山林に囲まれている
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方法１

(1)通信システムの試作

– LoRaの通信技術を使って安否確認システムを試作

• 携帯送信機（子機）

• 小型ソーラーパネルを有する基地局（親機）

• 基地局のデータを受信するサーバ

• サーバデータを表示するソフト

(2) 携帯送信機（子機）

–バッテリ、GPSセンサー、LoRa送信機

–加速度の変化を検知してスイッチON
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方法２

(3) 基地局（親機２台）
– 携帯電話用SIM

– ５分ごとにスイッチがON-OFF

– 電池の消耗を防ぎながらリアルタイム通信

– データ：60分ごとに東大の研究室サーバに送信

– 集落内の一番高い火の見櫓（約10m）に設置
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結果と考察
(1) 電波の到達範囲

– 東方向に1.35km、西方向に0.86km、南西方向に1.05kmまでは
電波が検出、それ以上は検出できず

– 電波が山に遮られたため

– LoRa電波の到達範囲をシミュレーションが必要
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結果と考察

(2) リモート見守り実験
– 子機を80歳前後の高齢者3人（男１、女２）に渡し、外出する際に
子機を首に掛けるよう依頼

– 自宅周辺の半径300-400mの範囲内で高齢者の動きを追跡

– リモートで高齢者の活動を確認
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結果と考察

• (3) システムの改善

– 「毎日身に着けるのが面倒」（Cさん）

–散歩の際に杖を使っている（ ABさん）

• 子機を杖に固定するなどの改善

– 「離れたところにいる親の安否を確
認できるのはありがたい。実家には
WiFiがある」 （Aさんの息子さん＠埼玉県）

– LoRa通信に固執せずにWiFi環境下
での見守りシステムの併用
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http://www.iai.ga.a.u-tokyo.ac.jp/mizo/edrp/fukushima/saisei/komiya/kinichi_chaya.html


おわりに

• LoRa通信による高齢者安否確認システムを試作

– 山に遮られて電波の到達距離は最大で1.35km

– 高齢者が散歩する400-500mの範囲であれば使える
ことを確認

– 高齢者は子機をいつも身に着けてくれるわけではな
いので工夫が必要

• 今後は中継器を最適な場所に設置して、通信範
囲を拡張する方法を探る予定
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